
　ＥＳＤは「持続可能な開発のための教育」(Education for Sustainable Development) のことで、地球
と地域の未来をつくるために大切な活動とされています。平成24年6月に、「環境教育等促進法」の基本方
針が閣議決定され、環境教育のＥＳＤの中での位置付けが明確にされ、「協働取組」の推進と学校教育にお
ける環境教育のさらなる充実等が求められています。

　尼崎運河での環境教育は、このような社会ニーズの変化に応えるた
め、近年では、地域社会、文化、防災といった総合的な内容を含み、ＥＳ
Ｄ学習プログラムと言えるものになっています。本プログラムにおい
て、環境と人との関係や水質浄化技術、自分にできる事を考える、暮ら
し、歴史、防災等を学習内容に挙げているのは、このような背景がある
からです。

　　尼崎運河での環境学習の位置づけ

１） ＥＳＤとしての位置付け

　本学習プログラムの講師は、大学教員や学芸員等の専門家による指導を受けた方々が担当します。教育
プログラムは、専門家と市民の協働で作成されたものです。教育プログラムの内容は毎年更新されていま
すので、本マニュアルに記載の教育プログラムから変更が生じることがあります。

２） 講師、プログラムについて

　尼崎市では、自然環境・生物多様性の保全と持続可能な利用に関する施策を総合的・計画的に推進する
ための「生物多様性基本法」や「環境教育等促進法」を踏まえ、「尼崎市環境基本計画」を策定しています。
　兵庫県では、「兵庫県環境学習環境教育基本方針」に基づき、次のような取り組み内容を示しています。

・ ものを大切にする“もったいない”
の 精神や、ものを得るまでの様々
な労苦に対する感謝と敬愛の念を
育むとともに、ごみのポイ捨てを行
わない等、環境に配慮した生活習
慣を身につけさせる。

・ 日常生活や集団生活の中で、周囲
の様々な環境に好奇心や探求心を
もってかかわれるよう、体全体で自
然と親しめる機会を与える。この
体験を通じて豊かな感受性を育
み、自然の希少性、神秘性や生命・
環境の大切さを体感させる。

・ 自然観察等を通じて、自然に対する感性や命を大切にする
心等、環境問題に対する意識の醸成や環境マナーの浸透を
図る。

・ 家庭内における省エネ活動の実践や地域での社会体験活
動への参加等を通じ、循環型社会の形成や地球温暖化の防
止に向けた取り組みの大切さを学び、環境に配慮した社会
規範、消費者倫理（分別意識、省エネ意識等）の涵養に努め
るとともに、学習と実践の一体的展開により、環境に積極
的にかかわり、環境に配慮した行動を自発的にとれるよう
促す。

・ 各教科や総合的な学習の時間等を通じ、環境に関する科学
的理解を踏まえた知識を習得させる。

・ 環境問題の歴史や地域文化・伝承から未来に向けて行動す
べき方向を学ばせ、環境保護・保全に対して自分の意見を持
ち、意思表示できるようにする。

３） 尼崎市・兵庫県の環境学習に関する方針

ESDの考え方（平成25年環境白書より抜粋）

◎小学生低学年には・・・ ◎小学生高学年には・・・
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運河の水質を知ろう　̶水質・ヘドロ編̶
　尼崎運河の水質と底質が悪化する仕組みを「悪いジュン
カン（循環）」として学びます。人間社会と目の前にある水
域との関わりへの気づきを与えます。

運河の生き物を知ろう　̶生き物比較編̶
　尼崎運河の生き物を知ることで、尼崎運河の生物多様
性の視点からの環境特性を学びます。そして尼崎運河の
環境が自然に良くなるのかを考える機会を与えます。

水をキレイにする仕組みを知ろう
　　　　　　　̶にごり除去水槽編̶
　水の濁りの正体である植物プランクトンの浄化方法につ
いて学びます。具体的には、二枚貝（コウロエンカワヒバリ
ガイ）を用いた方法について学びます。最後に、濁り除去水
槽での水質を良くする仕組みを「良いジュンカン（循環）、
こーちゃん（二枚貝）編」として学びます。

水をキレイにする仕組みを知ろう
　　　　　　　̶栄養塩回収水路編̶
　植物プランクトンの大増殖の原因となる、栄養塩（窒素や
リン）の浄化方法を学びます。具体的には栄養塩回収水路
での水質浄化の仕組みを「良いジュンカン（循環）、くっつ
きもっくん（藻類）編」として学びます。

運河のひみつを見つけよう　̶運河の基礎編̶
　小冊子とDVDを見ながら運河の基礎を学びます。

芝生に荷物を置いてキャナルベース前に班別に集合

運河の歴史と今を知ろう　̶歴史・防災・物流編̶
　であい橋周辺と工場群・水面観察をしながら歴史・防
災・物流機能を学び運河クイズをします。

学習内容 120 分コース〔４班体制：1班あたり 20人〕

進 行

挨 　 拶

内 容 時間（約）

２分～５分

ハカセ

ヘドロ

いのち

こーちゃん

もっくん

ハ　シ

探検ボード・学習資料・鉛筆・消しゴムを持つ移 　 動

前 半

休 憩 ト イ レ 休 憩

キャナルベース前に集合

全員階段に座る

後 半

移 　 動

まとめ・挨拶

１分～２分

１分～２分

１０分

１０分

２０分
＋移動４分

１０分
＋移動２分

１０分
＋移動２分

１０分
＋移動２分

１０分
＋移動２分

１０分
＋移動２分
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運河の水質を知ろう　̶水質・ヘドロ編̶
　尼崎運河の水質と底質が悪化する仕組みを「悪いジュン
カン（循環）」として学びます。人間社会と目の前にある水
域との関わりへの気づきを与えます。

運河の生き物を知ろう　̶生き物比較編̶
　尼崎運河の生き物を知ることで、尼崎運河の生物多様
性の視点からの環境特性を学びます。そして尼崎運河の
環境が自然に良くなるのかを考える機会を与えます。

水をキレイにする仕組みを知ろう
　　　　　　　̶にごり除去水槽編̶
　水の濁りの正体である植物プランクトンの浄化方法につ
いて学びます。具体的には、二枚貝（コウロエンカワヒバリ
ガイ）を用いた方法について学びます。最後に、濁り除去水
槽での水質を良くする仕組みを「良いジュンカン（循環）、
こーちゃん（二枚貝）編」として学びます。

水をキレイにする仕組みを知ろう
　　　　　　　̶栄養塩回収水路編̶
　植物プランクトンの大増殖の原因となる、栄養塩（窒素や
リン）の浄化方法を学びます。具体的には栄養塩回収水路
での水質浄化の仕組みを「良いジュンカン（循環）、くっつ
きもっくん（藻類）編」として学びます。

運河のひみつを見つけよう　̶運河の基礎編̶
　小冊子とDVDを見ながら運河の基礎を学びます。

芝生に荷物を置いてキャナルベース前に班別に集合

学習内容 90 分コース〔４班体制：1班あたり 20人〕

進 行

挨 　 拶

内 容 時間（約）

２分～５分

ハカセ

ヘドロ

いのち

こーちゃん

もっくん

探検ボード・学習資料・鉛筆・消しゴムを持つ移 　 動

前 半

休 憩 ト イ レ 休 憩

キャナルベース前に集合

全員階段に座る

後 半

移 　 動

まとめ・挨拶

１分～２分

１分～２分

１０分

１０分

１０分
＋移動４分

１０分
＋移動２分

１０分
＋移動２分

１０分
＋移動２分

１０分
＋移動２分
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学習タイムテーブル（サンプル）　　　120分コース／児童数80人　4班　

学習タイムテーブル（サンプル）　　90分コース／児童数40人　2班　

日　時 児童数 　　80人（3C） 班　数 4（20人） 時　間 120分

1　班 2　班 3　班 4　班

13:00 2分

13:02 1分

13:03 12分 ヘドロ いのち

13:15 12分 いのち ヘドロ

13:27 12分 ヘドロ いのち

13:39 12分 いのち ヘドロ

13:51

14:01 12分 こーちゃん もっくん

14:13 12分 もっくん こーちゃん

14:25 12分 もっくんこーちゃん

14:37 12分 こーちゃんもっくん

14:49 1分

14:50 10分

時　間

ハカセ 24分

ヘドロ 12分

いのち 12分

こーちゃん 12分

もっくん 12分

ハ　シ 24分

前　半

後　半

ハカセ ハカセ

ハカセ ハカセ

運河の歴史と今を知ろう。（歴史・防災・物流編）

前半プログラム

コンテンツ テーマ

○月○日 （○）　13:00～15:00

進　行
児童の動き

内　容 時　間

開　始 キャナルベース前に班別に集合

移　動 各コーナーへ移動

キャナルベース前集合

まとめ まとめ（階段に座る）・挨　拶

運河の水質を知ろう。（水質・ヘドロ編）

運河のひみつを見つけよう。（運河の基礎編） 市・尼崎キャナルガイド

徳島大学・人と自然とまちづくりと

レクチャー担当

まとめ・挨拶

コンテンツ1

移　動

挨拶・ガイダンス

移　動

休　憩　（10分）

後半プログラム

ハ　シ ハ　シ

ハ　シ ハ　シ

運河の生き物を知ろう。（生き物比較編）

市・尼崎キャナルガイド

徳島大学・人と自然とまちづくりと

徳島大学・人と自然とまちづくりと

徳島大学・人と自然とまちづくりと

水をきれいにする仕組みを知ろう。（栄養塩回収水路編）

水をきれいにする仕組みを知ろう。（にごり除去水槽編）

コンテンツ4

コンテンツ3

コンテンツ2

コンテンツ5

コンテンツ6

コンテンツ7

コンテンツ8

移　動

日　時 児童数 40人（1C） 班　数 2（20人） 時　間 90分

13:00 5分

13:05 2分

13:07 12分

13:19 12分

13:31 12分

13:43

13:53 12分

14:05 12分

14:17 2分

14:19 11分

時　間

ハカセ 12分

ヘドロ 12分

いのち 12分

こーちゃん 12分

もっくん 12分
後　半

水をきれいにする仕組みを知ろう。（にごり除去水槽編） 徳島大学・人と自然とまちづくりと

水をきれいにする仕組みを知ろう。（栄養塩回収水路編） 徳島大学・人と自然とまちづくりと

コンテンツ テーマ レクチャー担当

前　半 運河の水質を知ろう。（水質・ヘドロ編） 徳島大学・人と自然とまちづくりと

運河の生き物を知ろう。（生き物比較編） 徳島大学・人と自然とまちづくりと

運河のひみつを見つけよう。（運河の基礎編） 市・尼崎キャナルガイド

○月○日 （○）　13:00～14:30

進　行
児童の動き

1　班 2　班
内　容 時　間

開　始 キャナルベース前に班別に集合

移　動 キャナルベース内へ移動

挨拶・ガイダンス

移　動

前半プログラム

ハカセ

ヘドロ いのち

いのち ヘドロ

コンテンツ1

コンテンツ2

コンテンツ3

休　憩　（10分）

後半プログラム
こーちゃん もっくん

もっくん こーちゃん

コンテンツ4

コンテンツ5

移　動 キャナルベース前集合

まとめ まとめ（階段に座る）・挨　拶

移　動

まとめ・挨拶
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運河の歴史と今を知ろう　̶歴史・防災・物流編̶
　であい橋周辺と工場群・水面観察をしながら歴史・防
災・物流機能を学び運河クイズをします。

運河のひみつを見つけよう　̶運河の基礎編̶
　小冊子とDVDを見ながら運河の基礎を学びます。

芝生に荷物を置いてキャナルベース前に班別に集合

学習内容 60 分コース〔２班体制：1班あたり 20人〕

進 行

挨 　 拶

内 容 時間（約）

２分～５分

ハカセ

ハ　シ

探検ボード・学習資料・鉛筆・消しゴムを持つ移 　 動

プログラム

キャナルベース前に集合

全員階段に座る

移 　 動

まとめ・挨拶

１分～２分

１分～２分

１０分

１８分
＋移動２分

１８分
＋移動２分

学習タイムテーブル（サンプル）　　60分コース／児童数40人　2班　

日　時 児童数 40人（1C） 班　数 2（20人） 時　間 60分

時　間

20分

20分

コンテンツ テーマ レクチャー担当

市・尼崎キャナルガイド

市・尼崎キャナルガイド

○月○日 （○）　13:00～14:00

13:00 6分

13:06 2分

13:08 20分

13:28 20分

13:48 2分

13:50 10分

運河の歴史と今を知ろう。（歴史・防災・物流編）

運河のひみつを見つけよう。（運河の基礎編）

進　　　　　行 内　　　　　容
児童の動き

1　班 2　班

開　始 キャナルベース前に班別に集合

移　動 各コーナーへ移動

ハ　シ

ハカセ

プログラム

移　動 キャナルベース前集合

まとめ まとめ（階段に座る）・挨　拶

移　動

まとめ・挨拶

ハカセ

挨拶・ガイダンス

移　動

コンテンツ1

ハカセ ハシ

ハシ

コンテンツ2

運
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プログラムの流れ

　　班ごとの動き（4 班体制の場合）

　　コースの違い
120 分コース：プログラム数 ６

90 分コース：プログラム数 ５

60 分コース：プログラム数 ２

ハカセ（ひみつ）とハシ（であい橋）が約 20 分です。

ハカセ（ひみつ）は約10 分、ハシ（であい橋）はありません。

ハカセ（ひみつ）とハシ（であい橋）のみ、各約 20 分です。

START

GOAL
BREAK

（水質）
ヘドロ

10分

（生き物比較）
いのち

10分
（ひみつ）
ハカセ

20分

（水槽）
こーちゃん

10分（水路）
もっくん

10分

（であい橋）
ハ  シ

20分

休憩（全員）

10分
まとめ（全員）

10分

挨拶（全員）

10分

スタート

ゴール

前半

後半

1 班・・・

2班・・・

3班・・・

4班・・・

挨拶

全員

休憩

全員

まとめ

全員

２班
同時

ヘドロ

ヘドロ

ヘドロ

ヘドロ

ハ　シ

ハ　シ

ハカセ

ハカセ

いのち

いのち

いのち

いのち

こーちゃん

こーちゃん

こーちゃん もっくん

こーちゃんもっくん

もっくん

もっくん

運
河
を
　

知
ろ
う
編
／
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
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運
河
を
　

知
ろ
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編
／
留
意
事
項

　事前に最大4班まで（1班25人まで）のグループを作り、各コンテンツを班ごとに移動しながら巡回
します。総人数により班数を変更します。総人数が100人を超える場合は2回に分けて実施します。

留意事項

班分け

当日午前7時現在において次のいずれかの警報が発表されている場合は中止とします。

その他の雨天等、屋外でカッパ着用での実施が困難な場合も中止とします。

中止の判断

北堀キャナルベースに救急箱を設置しています。
ＡＥＤは尼崎港管理事務所に設置しています。

けが等の対応

北堀キャナルベースにトイレが男女各1つずつあります。

トイレ

持参するもの

① 探検ボード　　　② 筆記具

③ 水筒　　　　　　④ 帽子

⑤ 雨具（傘ではなくカッパ）

⑥小冊子（尼崎運河に行こう） 

⑦学習シート 　　　

⑧キャナルベースリーフレット

⑥～⑧は事前に学校へお渡します

・大雨警報　 ・強風警報　 ・高潮警報
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　大型バスの駐車場は元浜緑地にあります。（1時間以上有料）
　元浜緑地を南へ約200ｍ歩くと、道意町6丁目西交差点に出ます。そのまま祗園橋緑地を通り約150
ｍ南へ進むと、であい橋と北堀運河が見えてきます。であい橋から東に約100ｍ行くと水質浄化施設と
北堀キャナルベースがあります。
　バスを停車させて乗降する場合は、道意町6丁目西交差点付近（臨港線）で西向き停車が安全です。
道意町6丁目西交差点から水質浄化施設まで徒歩約5分です。

水質浄化施設までの道順

43

道 

意 

線

臨 港 線

であい橋北堀運河

元浜 緑地

祇園橋 緑地

尼崎センター
　プール前駅
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